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  令和 ７年 ４月２０日 

SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 大館市比内町独鈷字川久保 31-1 

名 称 株式会社 ヤナギヤ 

代表者 代表取締役 柳谷 金悦 

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 

初回登録年月日：Ｒ４年６月 17 日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

☐経済 

社会 

☐環境 

建設業の人材確保と

イメージアップ 

働きがいを持って活

躍できる場を提供 

インターシップの受け入れ

増加 

スタッフのスキルアップの

ためのバックアップを費用

面・環境面で積極的に行う 

毎年、9月に高校生3名

のインターシップの受け

入れを実施している。 

技能大会への出場のバッ

クアップを行った。 

4 

9 

    ８ 

☐経済 

社会 

環境 

長く安心して住み続

けることができる家

を供給することで、 

限りある資源を大切

に使う 

高断熱及び省エネ住宅の提

案を強化し採用棟数を高め

る 

長期優良住宅の普及 

ZEH基準の住宅の建設を

増やした。 

3 

7 

11 

☐経済 

社会 

環境 

情報や技術を共有す

ることで人と地球に 

優しい住まいの普及 

地元グループ団体と共に 

ZEH住宅の普及による 

脱炭素社会の実現 

地元グループと共に省エ

ネモデルハウス展示を行

い普及に努めた。 

 

7 

17 

 

 
 

地域に密着た工務店として、県産材の利用を促進し、環境に配慮した住まいを提供してくことにより 

温暖化を抑制してきたいと考えております。そして未来を担う人材育成と住まいづくりの技術を継承す

ることで、私たちの住む地域から「豊かで持続可能な世界」を目指す SDGｓを支持し、その達成に貢献

してまいります。 

 

株式会社 ヤナギヤ 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


